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聴覚特関支援学校高等部専攻科における
敬意表現運用指導の実践報告
田中優子中
本報告は、 2013 年度~ 2014年度に行った高等部専攻科の国語の授業における取組みを報告するものである。専
攻科における授業では2年後の就職を見据え、聾学校では少なくなりがちな「声に出して話すJ練習を取り入れ、実
践的なコミュニケーションカの向上を目指す指導を心がけている。具体的には、毎回の授業で場面設定を示したロー
ルプレイカードを配布し、生徒五三員がロールプレイを行い、その結果をフィードバックしていくという II~組みを行っ
た。その際に次の 2点に重点を置いた。
①ある程度決まった表現のパターンを覚えさせる。
②相手への配慮をどのように表現していったらいいかを常に考えさせる。
半年1，¥]の取組みの結果、生徒達は1:13手への配慮を考えたコミュニケーションを考えられるようになり、成果が見ら
れた。
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1 .はじめに
高校の学習指導要領で、は、|主l誌においては「伝え合う
力を高めること」が目標の lつに掲げられている。伝え
合う力、すなわちコミュニケーション能力において、敬
意表現を正しく運用する力は、不可欠な能力の lつであ
る。
かつての 1=本の敬語研究は、言語形式の正しさに重点
が置かれていたが、 2000年 12月に国語審議会が f現代
社会における敬意表現」を答申して以降、相手と場面に
配慮した言葉遣いであるかどうかに重きが置かれるよう
になった。これは Brown& Levinson (1987)の理論に
おけるポライトネスの定義、すなわち「円j骨な人間関係
を確立-維持するための言語的ストラテジー(=戦
1各)Jにつながるものである。
このような、相手と場面に配慮した敬意表現を適切に
使う能力は、社会生活を送る上で不可欠なものである
が、聴覚に障害がある生徒に根らず、現代の若者たちが
敬意表現使用に未習熟であり、自発的な発話で敬意表現
を使用する訓練の機会に恵まれていないことは吉岡
(1999)でも指摘されている。 聴覚特別支援学校である
本校専攻科の生徒は、課程を終えた後、企業への就職を
希望する者が多いため、課程修了後の就職を見据えて指
導する必要がある。良好な人間関係を築くために必要な
言語運用ストラテジーを身に付けることは、生徒達の白
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立への支援にもつながると考えられる。また、聾教育の
研究では、言語能力の4技能(話すこと・聞くこと・書
くこと・読むこと)のうち、 I~tすこと J I開くことjに
ついての試みが少ないように忠われるが、ロールプレイ
を通じて相手とのやり取りの練習を積極的に行うこと
で、総合的なコミュニケーション能力の向上につなげら
れると考えた。拙稿 (2014)では、 !二記のような事情を
踏まえ、 2013 年度 2 学期に専攻科の生徒の I~l誌の授業
で、行った指導の内容と結果について報告した。本稿は、
その後も j司じクラスで継続して実施した指導の内容をヰ!
心に報告するものである。なお、今回の研究に関して
は、生徒達から協力の同意を得ている。
I.指導の呂的と指導方法
対象の授業は、本校専攻科のliI語の授業 (2013、2014
年度)で、受講者は 4名である。
指導対象の生徒遼は全員が100dB以上の最重度聴覚
障害者であり、普段のコミュニケーション手段として
に手話と口話を用いている。 4人とも、表現が直接的に
なる傾向が見られ、書き言葉では助詞の間違いなども見
られる。聴覚に障害がある児童・生徒には助認の間違い
が多く見られる傾向があることは、先行研究でも多く指
摘されている(津2000、浮.Jl券俣2001、金・伊藤
2010、大割・松崎2011)。さらに、 Eのlで提示する、
生徒の 1 学~~J1 の手紙に見られるように、尊敬語と
の間違いも多し'0敬意表現は常に相手を想定して使われ
る表現であるため、聴覚に障害がある生徒達の不得意と
するところだと推測される。
このような、生徒達が苦手とする部分を補うために
は、戸によ1=，して、表現を意識させ、実際に使う練習をさ
せることが有効と考えた。そこで、依頼・感謝・謝罪・
勧誘・|折りの表現を使う場国を設定し、 2013年度の 2
学期より、毎回の授業(週 2IEiI)の最初の 15分程度で
ロールプレイによる練習を行うことにした。
聴覚に障害がある生徒は、国語の授業において、通常
このような形での練習を行うことはあまりないと思われ
る。現に、対象の4人もこういった練習は初めてだとい
うことだった。日吉すことJI開くことJI書くこと」
むこと」の 4技能をバランスよく使うことは言語指導に
おいて必要なことであり、その練習を通じてコミュニ
ケーションの自然な流れや間合いも意識することがで
き、強くインプットできるのではないかと考えた。
毎回、ロールプレイカードを配布し、その設定で l人
ずつ担当教員を相手にロールプレイを行った。その後、
教員がその場面における留意事項などを説明し、生徒の
間違いなども必要に応じて指摘した。また、毎回のロー
ルプレイはすべて生徒の同意を得て ICレコーダーで記
録し、文字化したものは生徒にフィードバックした。そ
れによって、生徒は自分のI'M]速いの傾向を認識し、改善
する手助けになると考えた。 2学期は学校での生徒と教
員の会話という設定で練習を行い、 3学期以降は会長1:に
Table1 
おける社員と上司あるいは先輩との会話という設定で練
習を行った。 3学期以降は生徒達の習熟度が上がったた
め、回数を減らし、週 1@のペースで実施した。
聴覚に障害がある生徒の指導で、は、耳から入る情報の
少なさを補うためのパターン練習は必要と考えるが、坂
本(2001)でもj出荷されているように、コミュニケーショ
ンにおいては、敬意表現が正しく使えていても、一連の
やり収りの流れの仁1]で正しい配慮がなされていなけれ
ば、それは適切な言詑運用とは言えなし 1。そこで、いく
つかのやり取りのパターンを繰り返し練習させること
で、必要な表現の定着をi玄iると同時に、相手に対してど
のような配慮が必要なのか、コミュニケーション上のス
トラテジーを考えながら話すことに注意を向けさせ、
認運用能力をや11ばしていけるような指導を試みた。
il.指導内容
1 .生徒の言語運用能力の把振
ロールプレイによる斜i習に先立ち、 2013:q三7月(l学
期末) 1時点で、生徒の言語運用能力を把握する I~I 的で、
生徒に下記のような作文諜j芭を出した。
課題:あなたは就織活動のための自己PR文を菩:きま
した。それを学校の国語の先生に見てもらいに職員室
に行:きました。でも、う!己主!ミカ~n古にいなかったので、先
生の杭の上に、あなたが書いた自己 PI~ 文を置いて、
先生にお願いの簡単な手紙を書いておくことにしまし
た。その手紙を書いてくださし iO
誤j=FJが見られた部分には下級をIj1し、た。この時点で
生徒の作文
Sl A先生、夜、は就職活動のための自己PRの作文を書きました。
もし、よければ、 A 先生、在、が書いた就職活動のための 1~1 己 PR の作文を持見していただくと時しいです。宜しく
お願いたします。
S2 EI" し訳ありませんが、私の l~l 己 PR の作文をこ:li{lin.としてもよろしいでしょうか。どうぞよろしくお似し 1 します。
S3 A先生、夜、の自己PRの作文をおj速ないように峰認してお願いします。
S4 A先生、就職活動のために自己PRの作文を書いてきたので見ていただけますか?
は、全員が前置さもなく、いきなり本題に入っている。
また、依頼の仕方も在接的な表現が多く、 ~;Ij 手への酒r::t意
の表現はあまり見られない。敬意表現の間違いも見られ
る。特に尊敬語と謙譲諾の混同は、普段の授業でもよく
見られた。
2. ロールプレイの内容
症の lの結果を踏まえ、 2013年度の 2学期から 2014
年度の 1学期にかけ 19種類のロールプレイを繰り返し
LI. J 
行った。本稿では、 3学期以降に行った Table2の⑪以
降について報告する。①~⑤の内容については、1":1稿
(2014) を参照されたい。
3.指導jこのポイント
以日こ指導上のポイントをまとめる。
⑬j_j、|時で、は生徒遠の来年以降の進路を して、 Jfi技場
でのやり取りという場 にした。最初は上百!とのや
り取りの練習をしたが、生徒からの希望があって、⑬~
Table2 ロールプレイの内容
⑪仕事中の会社の上司に、相談したいことがあるので、時間を作ってもらいたいと頼む。
⑪イf臼仕:士I~事中の会千相社j土i上;の-上上1:- 司に、 i自E主i 分が書書-いた子書書主芸:鎖をチエツクしてもらいたいと頼む (この書書;註類{は]取担引先にi明引釘3汀f後麦日提{ι山出:Uι!ilするもの)九O 
⑫ f仕:ゴ土i上:三事u'f引ドI仁中:
⑬仕事仁中1:1の会毛羽社i上:の上吉司jに、明日休みをもらえなし叶x聞く。
⑪インフルエンザで 1週間、会社を休んだ。久しぶりに1:1社して、まず上司にあいさつに行く。
⑬会社の親しい先輩(仕事中)に、書類の作り方を教えてもらいたいと頼む。
⑬⑬の続きで、先輩に書類の作り方を教えてもらう。
⑪会全1:の親しい先輩(イ=1司王l十1) に、スマホの新しいアプリについて教えてもらいたいと頼む。
⑬会社の親しい先輩(仕事中)に、ランチに誘われたが、他に約束があるので、 If)rる。
⑬会主1:の上司に残業を頼まれたが、今日はどうしても帰りた ¥;¥0 1明日ではダメか1FJいてみる。
⑬は先輩とのやり取りを設定した。まず、上司とのやり
取りであるが、⑪⑪⑬は依頼の場面である。⑩は個人的
な相談なので、相手の1I寺I'M]の都合にも気を遣うべきだ
が、。は逆に仕事に関係することなので、取引先に対し
て同じ身内同士で、仕事を速やかにすべく、必要なことは
はっきり伝えるように指j草した。このように、伺じ依頼
でも場町や状況によって態度の使い分けが必要である。
先行研究における調査でも、状況の緊急性により、使う
表JJ~ に変化が見られる (i毎香. Ota 2010)。ウチとソト
の人間関係を意識させるのは指導上の重要なポイントの
lつである。⑬はかなり難しい依頼である。本校の生徒
は、思った通りに事実をそのまま言う傾向があるが、
，1庇も方使jということも知っておくべきと考え、 JII~I 
に加えた。⑫⑪は詫びの場面である。⑫をやってみたと
ころ、 4人1=1]3人カ宮、;走出1寺17，¥jカモ過ぎてしまってから5宅
びに行くという設定で口ールプレイを行ったが、それで
は遅し ¥0 提 U~1 1l寺 1'1去に間に合わないと思ったところで、そ
れ.1-)、前に上司に報告しなければ、仕事に支障をきたすと
いうことも指導した。相手の立場に立ち、早めに報告に
行くということも言語活動である。⑬は仕事を休んで迷
惑をかけたことを詫びつつ、休んだ分も頑張るという積
極的な意思表示が必要な場面である。次に先輩とのやり
取りであるが、⑬⑪は依頼の場面で、⑮は⑬の続きで感
謝の場面となる。同じ依頼でも、⑬は仕事に関係するこ
とで、⑪は個人的な内容である。⑪の方が相手の者5合な
どへの配慮がより必要である。③⑮は断りの場面で、最
も難しいo 1;1~1手の気持ちを筈さずに断るストラテジーを
考えなければならなし」⑬は先輩からのランチの誘いと
いう個人的な内容である。本当は行きたいけれど、行け
ない、という気持ちを伝え、他に行ける lヨがあれば代替
日を提案するなど、より具体的に行きたい気持ちを示す
ことが、相手への配慮につながる。また、⑮のように上
司に残業を頼まれたが断る場合は、その日はどうしても
無理だということを伝えると問時に、キl~!手の希望に添え
4，2 
なかったことへの申し訳ない気持ちを示し、翌日でもよ
いか開いてみることが大事だと指導した。なるべく
多く事情を説明し、自分の気持ちを伝え、 1;!~1手に配慮を
示すことで誠意が伝わるということも、 i-U¥稿
(2006，2007) で4会証したことである。さらに、フィー
ドパックの際は、間違いが多く見られた敬意表現を繰り
返しパターン練習させた。尊敬訪や ~ít譲諾の仕組みを考
えさせると生徒達が混乱するため、パターン練習で表現
を頭に入れるのが有効と考えためである。
上記のような指導を行い、一巡したところで、繰り返
し同じロールプレイをランダムに行い、 l回目との比iR交
を行った。
.l-j、 -I~ にその記録の一部を紹介する。なお、教員(筆
者)は Tと表わす。注目すべき配慮表現や敬意表現は
太字で示した。
IV.分析と成果
⑪は職場を設定した初めてのロールプレイだったが、
配慮の表現も適切に使われており、特に、「お時間があ
ればありがたいのですが」という間接的な表現は、直接
的な表現とよとべると、より了寧度が高し 1。⑪は 21E:!Iヨの
ロールプレイである。 Slはl回目は「今なら大丈夫で
すか」と聞き、今はダメと言われると、，1明日は大丈夫
ですか」と、たたみかけるように聞いていて、相手への
配慮が足りなかったが、 21耳目では「どうでしょうかj
と言っているのがよい。「お時間があるときに教えてい
ただけませんか」と開ければなおよいが、「どうでしょ
うかj でも、こう言われれば、 ~;13手は自分の都合を自然
な流れで答えるだろうから、このような形でも構わな
い。その後も、「昼休みに私が伺いますので」と説明
し、「よろしくお願いしますJ，ありがとうございますJ
と、必要なことを十分に言っているのが好印象を与え
る。また、 f伺います」という謙譲語も正しく使えてい
るのは Slにとって大きな進歩であった。⑬の 1IEJ自で
丁able3 ⑬の 1回目 (82)
S2: T 謀長、仕事 1:1:1 に I~] し訳ありませんが、ちょっとよろしいでしょうか。
T あ、いいですよ。
S2・お仕事1=1:1に"11し訳ありませんが、相談したいことがありますので、お1寺1:]があればありがたいのですが。
T はい。そうですか。うーん、えーと、急ぎですか。いそぎ?
S2 :いえ、自分の悩みがあります。
T そうですか。えーと、じゃあ、そうで、すね。来週の、来週の月i曜日でもいいですか。
S2 :はし、。大丈夫で、すc
T : (.土い、 じゃあ、そういうことで。
S2 :お忙しいときに、ありがとうございましたo
T はし、。
Table4 ⑫の2回目 (81)
Sl : T 先ÏI~o
T はし¥何?
Sl :お仕事1=[:1に1'1し訳ありませんが、ちょっとよろしいでしょうかo
T:あ、うん。ちょっとなら。
Sl :先輩の、 T先輩のスマホの新しいアプリを教えていただけたら、うれしいですが、どうでしょうか。
T あ一、新しいアプ1)ね。いいよ。ただ、仕はちょっとね、ダメだから、じゃあ、昼休みか、または仕
事が終わった後。とぐっちがいいかな。
Sl 昼休みに、私が何いますので、その1寺、スマホの新しいアプリを教えてくださしh
T うん、わかった。じゃあ、昼休みね。昼休みに、来てくださし'0
Sl :はし'0よろしくお願し、します。ありがとうございました。
T ・1まし、。
Table5 ⑬の 1呂田 (84)
T あ、仕事中にごめんね。ちょっといいo
S4・はし'0
T あのね、おいしいおj百をみつけたんだけど、あの、お昼休みに一緒にランチ、行きませんc
S4 :はい、お誘いは践しいんですけど、
T つん O
S4 :他に約束していることがあるので、今日は行けないです。すみませんO
T ああ、そっか。じゃあ、仕方ないね。
S4 :でも、またの機会に誘ってくれればうれしいです。
T ああ、わかった。じゃあ、来週また戸かけるね。
S4 :はい、ありがとうございます。待ってます。
T うん、 じャあね。
S4 :ありがとうございます。
T:はし、。
は、 S4は「またの機会に誘ってくれればうれしいj
と、気持ちを表明しているので、相手も「じゃあ、来
過Jというふうに、具体的な話ができるのがよいo
f待ってますjと言うことで、積極的に「行きたいJと
いう気持ちを相手に伝えることもできている。⑬⑬のよ
うに、 l回目から、教員からのフィードパックや説明な
しでも完成度の高いロールプレイができるようになって
きたことは 2学期から積み重ねてきた練習の成果と考え
られる。 2013年度 1学期末に生徒達が書いた手紙文と
比較しでも、生徒遠の進歩は明らかと言える。また、主i
(2014)で報告したが、 2学期末に生徒達が書いた別の
課題の手紙では、 1)ーチ (1987、p191)が言うところ
の f丁寧さの原員IjJにおける f共感の原則:自己と他者
LJ.:3 
とのj文J惑を最小限にせよ。」というストラテジーも見ら
れた。相手への配慮という視点を常に持つことを意識し
ながらロールプレイを繰り返したことが、生徒述
運用能力の向上につながったのではないかと忠われる。
V. まとめと今後の課題
tJJこのように、 2013年度2学期から現在までに行っ
たロールプレイによるコミュニケーション正取習では、
徒達の言語運用力の向上に少なからず効果が認められた
と言える。ロールプレイのバリエーションをI自やすこと
で、応用力も身に付いてきたと忠われる。ただし、他人
レベルで見ると、表現の適切さなど、まだ指導が必要な
部分はあるので、今後も引き続き指導を行っていきたい。
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